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一. 

は
じ
め
に

　

こ
れ
ま
で
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
に

お
け
る
経
済
協
力
お
よ
び
安
全
保
障
に

関
連
す
る
研
究
は
、
ロ
シ
ア
国
内
の
複

数
の
研
究
機
関
が
実
施
し
て
き
た
。
そ

の
う
ち
二
機
関
は
、
正
式
に
は
「
Ａ
Ｐ

Ｅ
Ｃ
研
究
セ
ン
タ
ー
」
と
呼
ば
れ
、
Ａ

Ｐ
Ｅ
Ｃ
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ

研
究
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
の
リ
ス
ト
に
含

ま
れ
て
い
る
（
両
機
関
と
も
に
モ
ス
ク

ワ
に
あ
り
、
ロ
シ
ア
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー

世
界
経
済
国
際
関
係
研
究
所
（
Ｉ
Ｍ
Ｅ

Ｍ
Ｏ
）
お
よ
び
ロ
シ
ア
連
邦
外
務
省
内

に
設
置
さ
れ
て
い
る
）。
外
務
省
の
所

管
で
は
、
モ
ス
ク
ワ
国
立
国
際
関
係
大

学
（
Ｍ
Ｇ
Ｉ
Ｍ
Ｏ
）
内
の
東
ア
ジ
ア
・

上
海
協
力
機
構
研
究
セ
ン
タ
ー
も
あ

る
。
極
東
研
究
所
、
東
洋
研
究
所
（
双

方
と
も
モ
ス
ク
ワ
の
ロ
シ
ア
科
学
ア
カ

デ
ミ
ー
に
属
す
る
）、経
済
研
究
所
（
ハ

バ
ロ
フ
ス
ク
の
ロ
シ
ア
科
学
ア
カ
デ

ミ
ー
極
東
支
部
）
お
よ
び
極
東
国
立
総

合
大
学
な
ど
の
機
関
は
、
ア
ジ
ア
太
平

洋
の
経
済
統
合
を
テ
ー
マ
と
す
る
研
究

に
携
わ
っ
て
い
る
。
一
方
、
ウ
ラ
ジ
オ

ス
ト
ク
の
極
東
国
立
総
合
大
学
内
の
Ａ

Ｐ
Ｅ
Ｃ
研
究
セ
ン
タ
ー
は
、
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ

お
よ
び
ア
ジ
ア
地
域
に
係
る
調
査
研
究

を
制
度
化
す
べ
く
二
〇
一
〇
年
に
設
立

さ
れ
た
。
そ
の
目
的
は
、（
ロ
シ
ア
内

外
の
）
他
の
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
研
究
セ
ン
タ
ー

と
我
々
の
研
究
を
調
整
し
、
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ

関
連
の
議
論
を
円
滑
に
進
め
ら
れ
る
よ

う
に
す
る
こ
と
、
お
よ
び
そ
れ
ら
を
よ

り
成
果
志
向
で
有
意
義
な
水
準
の
も
の

に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
同
セ
ン
タ
ー
の

設
立
は
、
ロ
シ
ア
が
二
〇
一
二
年
の
Ａ

Ｐ
Ｅ
Ｃ
の
議
長
国
を
務
め
る
た
め
の
備

え
で
も
あ
る
。「
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
」
面

で
適
切
な
準
備
を
整
え
る
こ
と
も
重
要

で
は
あ
る
が
、ロ
シ
ア
は「
ソ
フ
ト
ウ
ェ

ア
」
を
開
発
す
る
必
要
も
あ
る
。
残
念

な
が
ら
、
ロ
シ
ア
で
は
Ａ
Ｓ
Ｃ
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
が
十
分
に
整
備
さ
れ
て
い
な

い
の
が
現
実
だ
が
、
ロ
シ
ア
は
少
な
く

と
も
こ
の
問
題
に
取
り
組
ん
で
は
い

る
。
ま
た
、
ロ
シ
ア
政
府
が
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ

の
問
題
に
係
る
コ
ア
・
セ
ン
タ
ー
と
し

て
位
置
付
け
ら
れ
る
よ
う
な
国
家
機
関

と
し
て
の
Ａ
Ｓ
Ｃ
を
、
行
政
の
下
に
設

立
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
て
い
る
。

二. 

ロ
シ
ア
と
ア
ジ
ア
太
平
洋

　

ロ
シ
ア
の
国
章
で
あ
る
双
頭
の
鷲
の

文
様
を
見
る
と
わ
か
る
が
、ロ
シ
ア
は
、

多
く
の
地
域
に
国
土
が
広
が
っ
て
い
る

た
め
、
経
済
外
交
面
で
ど
の
地
域
と
の

関
係
を
重
視
す
べ
き
か
迷
い
が
あ
っ

た
。
ロ
シ
ア
は
欧
州
に
関
心
を
向
け
る

べ
き
だ
ろ
う
か
？　

そ
れ
と
も
、
そ
の

関
心
を
欧
州
大
西
洋
に
ま
で
広
げ
る
べ

き
だ
ろ
う
か
？　

ア
ジ
ア
お
よ
び
ユ
ー

ラ
シ
ア
で
あ
る
べ
き
か
？　

客
観
的
に

見
る
と
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
お
よ
び

ア
ジ
ア
太
平
洋
の
経
済
統
合
は
、
ロ
シ

ア
首
脳
が
ど
の
よ
う
に
宣
言
し
た
か
と

は
関
係
な
く
、
地
域
経
済
プ
ロ
セ
ス
へ

ロ
シ
ア
の
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
加
盟

―
域
内
統
合
・
発
展
へ
の
名
目
的
参
加
か
ら
よ
う
や
く
実
質
的
関
与
へ

タ
ギ
ル
・
フ
ジ
ヤ
ト
フ
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の
ロ
シ
ア
の
包
括
的
参
加
の
観
点
か
ら

も
、
極
東
ロ
シ
ア
の
経
済
発
展
の
観
点

か
ら
も
、
ロ
シ
ア
に
と
っ
て
特
別
な
価

値
が
あ
る
。
ロ
シ
ア
は
最
近
、
対
外
経

済
政
策
に
お
い
て
こ
れ
ま
で
以
上
に
積

極
的
に
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
に
関
与
し

て
い
る
。
こ
う
し
た
関
与
は
、
同
地
域

諸
国
と
の
二
国
間
関
係
の
観
点
か
ら

も
、
地
域
の
経
済
統
合
お
よ
び
多
国
間

フ
ォ
ー
ラ
ム
へ
の
参
加
の
観
点
か
ら

も
、
政
治
色
は
少
な
い
。

　

そ
れ
に
加
え
て
、
ロ
シ
ア
の
ア
ジ
ア
太

平
洋
地
域
と
の
経
済
関
係
が
、
今
の
と

こ
ろ
他
と
比
べ
ま
だ
弱
い
こ
と
は
明
ら

か
で
あ
る
。
ロ
シ
ア
の
対
外
貿
易
に
占

め
る
Ｅ
Ｕ
の
割
合
が
五
〇
％
を
超
え
て

い
る
の
に
対
し
、
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
加
盟
エ
コ
ノ

ミ
ー
の
割
合
は
二
〇
％
に
過
ぎ
な
い
。
ま

た
、
外
国
企
業
お
よ
び
域
内
、
グ
ロ
ー

バ
ル
生
産
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
等
と
の
連
携

を
深
め
統
合
を
強
め
る
と
い
う
面
で
は
、

ロ
シ
ア
は
後
塵
を
拝
し
て
き
た
。
特
に
、

ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
に
お
け
る
ロ
シ
ア

の
経
済
的
存
在
感
の
薄
さ
が
、
同
地
域

に
お
け
る
ロ
シ
ア
の
外
交
政
策
へ
の
取
り

組
み
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。
こ

れ
は
、
ロ
シ
ア
が
長
年
、
外
交
政
策
の

焦
点
を
欧
州
ま
た
は
欧
州
大
西
洋
諸
国

に
当
て
て
き
た
結
果
、
経
済
関
係
に
つ

い
て
も
こ
れ
ら
諸
国
と
の
関
係
を
優
先

し
て
き
た
と
い
う
状
況
を
反
映
し
て
い

る
た
め
で
あ
る
。
ロ
シ
ア
の
外
交
政
策

お
よ
び
対
外
経
済
政
策
に
急
激
な
変
化

が
あ
る
と
は
依
然
と
し
て
言
い
難
い
が
、

ロ
シ
ア
は
そ
の
政
策
を
多
様
化
し
均
衡

を
と
ろ
う
と
し
て
い
る
。
ロ
シ
ア
は
、
ア

ジ
ア
太
平
洋
地
域
に
関
し
て
よ
り
積
極

的
か
つ
建
設
的
姿
勢
を
取
り
始
め
て
い

る
。
こ
れ
は
極
東
ロ
シ
ア
の
経
済
発
展

を
促
進
さ
せ
る
た
め
の
ロ
シ
ア
政
府
の

取
り
組
み
を
見
て
も
明
ら
か
で
あ
る
。

三. 

ロ
シ
ア
お
よ
び
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ

　

一
九
九
八
年
の
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
加
盟
以
降
、

ロ
シ
ア
は
徐
々
に
で
は
あ
る
が
着
実
に

Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
内
で
の
活
動
を
進
め
て
き
た
。

Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
に
関
わ
る
ロ
シ
ア
の
最
近
の

動
き
を
以
下
に
い
く
つ
か
を
示
す
。

●
二
〇
〇
九
年
七
月
一
五
日
に
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
で
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
高
級
実
務
者
会
合

（
Ｓ
Ｏ
Ｍ
）
が
開
催
さ
れ
、
そ
こ
で
ロ
シ

ア
の
個
別
行
動
計
画
（
Ｉ
Ａ
Ｐ
）
の
レ

ビ
ュ
ー
が
行
わ
れ
た
。
結
果
は
、
お
お

む
ね
良
好
で
ロ
シ
ア
の
対
外
経
済
政
策

が
着
実
に
改
善
し
、
国
際
的
な
規
範
と

調
和
的
で
あ
る
こ
と
、
経
済
の
改
革
と

開
放
を
維
持
し
て
お
り
、
結
果
と
し
て

Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
の
主
た
る
目
標
に
向
か
っ
て

着
実
に
歩
を
進
め
て
い
る
こ
と
が
指
摘

さ
れ
た
。

●
二
〇
〇
九
年
一
二
月
に
、経
済
発
展
、

経
済
統
合
に
係
る
政
府
の
委
員
会
が
設

置
さ
れ
た
。
委
員
長
に
は
、
ロ
シ
ア
連

邦
の
第
一
副
首
相
（
イ
ー
ゴ
リ
・
シ
ュ

ワ
ロ
フ
氏
）
が
就
任
、
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
に
係

る
ロ
シ
ア
省
庁
間
の
事
業
調
整
を
行
う

こ
と
に
な
っ
た
。

●
二
〇
〇
九
年
一
二
月
に
、
ロ
シ
ア
経

済
発
展
省
の
所
管
の
下
、
二
〇
一
二
年

の
ロ
シ
ア
主
催
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
関
連
諸
イ
ベ

ン
ト
開
催
中
に
打
ち
出
す
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
活

動
の
重
点
的
方
針
を
検
討
す
る
た
め
の

作
業
部
会
が
、
ア
ン
ド
レ
イ
・
ス
レ
プ

ニ
ョ
フ
次
官
を
長
と
し
て
設
置
さ
れ

た
。

●
二
〇
一
〇
年
に
は
、
ロ
シ
ア
連
邦
は

Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
ビ
ジ
ネ
ス
・
ト
ラ
ベ
ル
カ
ー

ド
（
Ａ
Ｂ
Ｔ
Ｃ
）
制
度
に
暫
定
参
加
国

と
し
て
認
め
ら
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
A

Ｐ
Ｅ
Ｃ
二
一
加
盟
エ
コ
ノ
ミ
ー
す
べ
て

が
、
同
制
度
に
現
在
参
加
し
て
い
る
こ

と
を
意
味
す
る
。
ロ
シ
ア
は
、
国
際
空

港
・
海
港
に
Ａ
Ｂ
Ｔ
Ｃ
の
フ
ァ
ス
ト
・

ト
ラ
ッ
ク
レ
ー
ン
を
設
け
て
い
る
。
ロ

シ
ア
は
暫
定
参
加
国
で
あ
る
た
め
、
ロ

シ
ア
に
入
国
す
る
Ａ
Ｂ
Ｔ
Ｃ
所
持
者

は
、
こ
れ
ま
で
通
り
ビ
ザ
を
取
得
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
（
ロ
シ
ア
の

法
律
や
国
際
協
定
に
よ
り
免
除
さ
れ
て

い
る
場
合
を
除
く
）
が
、
Ａ
Ｂ
Ｔ
Ｃ
所

持
者
に
よ
る
ビ
ザ
申
請
は
優
先
的
に
扱

わ
れ
る
だ
ろ
う
。

四.  

ロ
シ
ア
の
対
外
経
済
関
係
に

お
け
る
重
点
事
項

　

ロ
シ
ア
の
対
外
経
済
関
係
に
お
い
て

七
つ
の
重
点
事
項
が
あ
る
。

　

第
一
に
、
航
空
機
工
学
、
宇
宙
産
業
・

宇
宙
サ
ー
ビ
ス
、原
子
力
エ
ネ
ル
ギ
ー
、

造
船
、
情
報
・
通
信
技
術
、
お
よ
び
長

期
的
に
見
た
場
合
の
ナ
ノ
テ
ク
産
業
の

諸
分
野
で
の
研
究
開
発
の
専
門
知
識
、

強
み
を
生
か
し
、ハ
イ
テ
ク
製
品
・
サ
ー

ビ
ス
の
国
際
市
場
に
お
い
て
主
導
的
な

地
位
を
獲
得
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　

第
二
に
、
ロ
シ
ア
は
、
製
品
の
輸
出

を
増
加
さ
せ
る
た
め
、
機
械
製
造
、
農

業
・
漁
業
、
冶
金
、
化
学
工
業
、
お
よ

び
建
設
業
の
分
野
で
国
際
的
競
争
力
の

向
上
を
目
指
す
こ
と
で
あ
る
。

　

第
三
は
、
ロ
シ
ア
が
世
界
経
済
に
お
け

る
主
要
輸
送
拠
点
に
な
る
こ
と
を
目
的
に

世
界
の
輸
送
シ
ス
テ
ム
と
の
接
続
を
円
滑

化
し
、
ロ
シ
ア
経
済
が
持
つ
潜
在
的
輸
送

能
力
を
発
揮
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　

第
四
は
、
世
界
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保

障
の
維
持
の
た
め
ロ
シ
ア
が
積
極
的
に
役

割
を
担
い
、
炭
化
水
素
を
主
成
分
と
す

る
石
油
、
天
然
ガ
ス
な
ど
の
市
場
で
の
地

位
を
強
化
し
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。

　

第
五
は
、
ロ
シ
ア
の
中
心
地
域
と

ユ
ー
ラ
シ
ア
経
済
地
域
と
を
効
果
的
に

結
び
つ
け
る
こ
と
で
あ
る
。

　

第
六
は
、
ロ
シ
ア
に
国
際
金
融
セ
ン

タ
ー
を
創
設
し
、
お
よ
び
ロ
シ
ア
の
通

貨
ル
ー
ブ
ル
を
地
域
基
軸
通
貨
に
す
る

こ
と
で
あ
る
。

　

最
後
に
、
世
界
の
経
済
秩
序
形
成
に
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お
け
る
ロ
シ
ア
の
役
割
の
強
化
で
あ

る
。

　

ロ
シ
ア
は
、
こ
れ
ら
を
す
べ
て
実
行

す
る
た
め
に
、
数
あ
る
方
策
の
中
で
も

特
に
、
国
境
を
超
え
た
産
業
連
鎖
を
形

成
し
、
ハ
イ
テ
ク
産
業
へ
の
海
外
直
接

投
資
の
誘
致
を
通
じ
て
、
ハ
イ
テ
ク
分

野
で
の
産
業
技
術
連
携
、
世
界
の
主
要

企
業
と
提
携
関
係
を
構
築
し
て
い
く
予

定
で
あ
る
。

　

Ｅ
Ｕ
は
ロ
シ
ア
の
最
重
要
パ
ー
ト

ナ
ー
で
あ
り
続
け
る
だ
ろ
う
が
、将
来
、

ロ
シ
ア
は
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
で
の
存
在
感
を
強

め
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
の
主
要
国
と

の
協
力
関
係
を
構
築
す
る
戦
略
を
重
要

視
す
る
だ
ろ
う
。

五.  

極
東
ロ
シ
ア
お
よ
び
ア
ジ
ア

太
平
洋
地
域

　

極
東
ロ
シ
ア
に
と
っ
て
は
、
ア
ジ
ア

太
平
洋
諸
国
と
の
そ
の
経
済
関
係
が
極

め
て
重
要
で
あ
る
。
実
際
の
と
こ
ろ
、

そ
の
対
外
貿
易
―
輸
出
入
合
計
―
の
九

〇
％
が
、
こ
の
地
域
（
特
に
、
中
国
、

日
本
お
よ
び
韓
国
）
と
の
間
の
も
の
で

あ
る
。
観
光
業
に
関
し
て
は
、
ア
ジ
ア

太
平
洋
諸
国
（
中
国
、
タ
イ
、
ベ
ト
ナ

ム
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
な
ど
）
が
重
要
な

パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
る
。
学
術
交
流
も
こ

の
地
域
に
集
中
し
て
い
る
。
例
え
ば
、

ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
の
大
学
に
は
ア
メ
リ

カ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
お
よ
び
中
国
の

大
学
と
の
二
つ
の
学
位
プ
ロ
グ
ラ
ム
が

あ
り
、Ｆ
Ｅ
Ｎ
Ｕ
に
は
日
本
校
が
あ
る
。

ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
に
お
け
る
最
も
人
気

の
あ
る
外
国
語
は
、
英
語
、
中
国
語
、

日
本
語
、
韓
国
語
で
、
加
え
て
学
生
は

ヒ
ン
ド
ゥ
ー
語
、
ベ
ト
ナ
ム
語
、
ス
ペ

イ
ン
語
、
タ
イ
語
お
よ
び
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
語
も
学
ん
で
い
る
。

　

ま
た
、
最
後
で
は
あ
る
が
重
要
な
こ

と
と
し
て
、
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
に
は
、

ア
ジ
ア
太
平
洋
諸
国
一
七
カ
国
の
領
事

館
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
在
外
公
館
の

数
で
は
、
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
は
モ
ス
ク

ワ
と
サ
ン
ク
ト
・
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
に
次

い
で
第
三
位
で
あ
る
。
こ
れ
ら
に
鑑
み

て
、
極
東
ロ
シ
ア
地
域
が
、
ロ
シ
ア
全

体
の
中
で
と
り
わ
け
、
ア
ジ
ア
太
平
洋

地
域
と
広
く
、
深
い
関
係
を
築
い
て
い

る
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
だ
ろ
う
。

六.  

二
〇
二
五
年
ま
で
の
極
東
地

域
お
よ
び
バ
イ
カ
ル
地
域
の

社
会
的
・
経
済
的
発
展
戦
略

（
二
〇
〇
九
年
採
択
）

　

諸
分
野
で
の
経
済
活
動
の
競
争
力
の

強
化
、
経
済
の
効
率
性
の
向
上
、
生
活

環
境
の
快
適
化
を
目
標
に
し
て
以
下
の

と
お
り
基
本
的
行
動
を
定
め
た
。

●
極
東
地
域
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業
へ
の

投
資
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
策
定
。
こ
れ
に
よ

り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
電
力
供
給
の
安
定

性
向
上
、「
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
」
の
解
消
、

新
た
な
発
電
容
量
の
実
現
、
お
よ
び
エ

ネ
ル
ギ
ー
効
率
向
上
技
術
・
エ
ネ
ル

ギ
ー
節
減
技
術
の
開
発
を
目
指
す
。

●
輸
送
イ
ン
フ
ラ
へ
の
投
資
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
策
定
。
こ
れ
は
、
輸
送
能
力
の
向

上
、
バ
イ
カ
ル
・
ア
ム
ー
ル
鉄
道
な
ら

び
に
シ
ベ
リ
ア
鉄
道
の
運
搬
能
力
の
向

上
、
輸
送
・
物
流
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向

上
、
そ
し
て
地
域
的
・
国
際
的
な
輸
送
・

物
流
シ
ス
テ
ム
へ
の
統
合
を
目
指
す
も

の
で
あ
る
。

●
ロ
シ
ア
極
東
地
域
と
ア
ジ
ア
太
平
洋

諸
国
と
の
国
境
を
越
え
た
国
際
的
な
連

携
の
主
な
目
標
を
以

下
に
掲
げ
る
。

●
原
材
料
の
輸
出
か

ら
高
付
加
価
値
製
品

の
輸
出
へ
の
転
換

●
ア
ジ
ア
太
平
洋
地

域
経
済
統
合
プ
ロ
セ

ス
へ
の
ロ
シ
ア
の
参

加
を
前
提
と
し
た
経

済
の
多
様
化

●
ロ
シ
ア
東
部
と
北

東
ア
ジ
ア
の
近
隣
諸

国
と
の
経
済
的
、
文

化
的
、
人
的
関
係
の

構
築
と
強
化

●
国
境
地
域
に
お
け

る
共
通
課
題
―
経
済
、

物
流
、
輸
送
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
、
環
境
な
ど
―

に
関
す
る
連
携
協
力

●
中
小
企
業
の
発
展
に
向
け
た
能
力
構

築●
円
滑
か
つ
迅
速
な
通
関
・
越
境
を
促

進
す
る
た
め
の
貿
易
手
続
き
の
簡
素
化

七. 

ロ
シ
ア
、
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
を

中
心
と
す
る
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
研
究

　

ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
で
は
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
関

連
の
問
題
に
係
る
会
議
や
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
な
ど
の
開
催
が
計
画
さ
れ
て

い
る
。
な
か
で
も
、
ユ
ニ
ー
ク
な
取
り

組
み
が
、「
ナ
ジ
ェ
ジ
ュ
ダ
号
」（「
希ナジェジュダ号
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望
」）
と
名
付
け
ら
れ
た
帆
船
を
二
〇

一
一
年
お
よ
び
二
〇
一
二
年
に
Ａ
Ｐ
Ｅ

Ｃ
加
盟
エ
コ
ノ
ミ
ー
へ
の
親
善
使
節
団

と
と
も
に
航
行
さ
せ
る
と
い
う
も
の
で

あ
る
。
ナ
ジ
ェ
ジ
ュ
ダ
号
は
ネ
ヴ
ェ
リ

ス
コ
イ
記
念
海
洋
国
立
大
学
（
ウ
ラ
ジ

オ
ス
ト
ク
）
の
訓
練
用
帆
船
で
あ
り
、

船
上
に
ア
ド
・
ホ
ッ
ク
ベ
ー
ス
で
Ａ
Ｐ

Ｅ
Ｃ
研
究
セ
ン
タ
ー
を
設
置
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
。
我
々
は
こ
の
計
画
の

進
捗
に
関
し
、
加
盟
国
エ
コ
ノ
ミ
ー
国

に
随
時
、
情
報
を
提
供
し
た
い
と
思
っ

て
い
る
。

八. 

結
び

　

二
〇
一
〇
年
七
月
、
ロ
シ
ア
の
東
部

地
域
の
開
発
お
よ
び
ア
ジ
ア
太
平
洋
諸

国
と
の
関
係
に
関
し
て
、
ロ
シ
ア
連
邦

の
Ｄ
・
Ａ
・
メ
ド
ベ
ー
ジ
ェ
フ
大
統
領

を
議
長
と
す
る
首
脳
会
議
が
開
催
さ
れ

た
。

　

そ
こ
で
同
大
統
領
は
以
下
の
と
お

り
、
注
目
す
べ
き
重
要
な
こ
と
が
ら
に

言
及
し
た
。

（A） 

ア
ジ
ア
太
平
洋
諸
国
と
の
経
済
関
係

の
度
合
い
を
深
め
、
そ
れ
ら
諸
国
と

の
統
合
を
深
化
さ
せ
る
た
め
に
、
政

府
は
二
〇
一
〇
年
末
ま
で
に
、
ア
ジ

ア
太
平
洋
の
経
済
統
合
に
係
る
行
動

計
画
を
詳
細
に
詰
め
る
予
定
で
あ

る
。

（B） 

ロ
シ
ア
は
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
、
上
海
協
力
機

構
内
で
の
そ
の
役
割
を
強
化
す
る
必

要
が
あ
り
、
ま
た
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
と
の

関
係
を
発
展
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。

（C） 

ロ
シ
ア
は
、
二
〇
一
二
年
に
Ａ
Ｐ
Ｅ

Ｃ
議
長
を
務
め
る
こ
と
が
ア
ジ
ア
太

平
洋
地
域
に
お
け
る
存
在
感
を
新
た

な
も
の
に
す
る
機
会
と
な
る
と
考
え

る
。

（D） 

自
由
貿
易
協
定
の
役
割
を
重
視
す

る
。

（E） 

ロ
シ
ア
国
内
の
東
部
地
域
の
た
め
の

貿
易
・
投
資
に
関
す
る
特
別
な
レ

ジ
ー
ム
の
構
築
の
可
能
性
に
言
及
さ

れ
た
。

（F） 
ロ
シ
ア
企
業
を
含
む
多
国
籍
企
業
に

よ
る
生
産
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
必
要
性

も
強
調
さ
れ
た
。

（G） 

ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
の
ル
ー
ス
キ
ー
島

で
の
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
サ
ミ
ッ
ト
後
に
、
サ

ミ
ッ
ト
の
た
め
に
こ
こ
に
建
設
さ
れ

た
す
べ
て
の
施
設
が
、
極
東
国
立
総

合
大
学
の
資
産
と
し
て
引
き
継
が

れ
、
教
育
お
よ
び
技
術
革
新
の
拠
点

と
し
て
機
能
さ
せ
る
こ
と
と
す
る
。

　

ロ
シ
ア
外
相
は
、
二
〇
一
〇
年
一
〇

月
に
ロ
シ
ア
が
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ｍ
に
加
盟
す
る

予
定
で
あ
る
と
付
言
し
た
。
こ
の
前
進

は
、
ア
ジ
ア
諸
国
と
の
ロ
シ
ア
の
関
係

を
強
化
す
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
外

相
は
、
ロ
シ
ア
が
Ｗ
Ｔ
Ｏ
の
メ
ン
バ
ー

で
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
ロ
シ
ア
は
ベ

ト
ナ
ム
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
お
よ
び

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
と
の
間
で
Ｆ
Ｔ
Ａ

に
係
る
交
渉
を
開
始
す
る
だ
ろ
う
と
述

べ
た
。

　

最
後
に
、
私
は
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域

に
お
け
る
ロ
シ
ア
の
存
在
感
の
低
さ
に

関
し
て
は
極
め
て
批
判
的
で
あ
っ
た

し
、
宣
言
で
は
な
く
行
動
し
て
は
じ
め

て
信
用
で
き
る
と
発
言
し
て
き
た
。
し

か
し
、
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
加
盟
エ
コ
ノ
ミ
ー
と

の
よ
り
良
好
で
よ
り
深
い
連
携
に
向
け

て
の
ロ
シ
ア
側
か
ら
の
前
向
き
な
動
き

も
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
ア
ジ
ア
太

平
洋
経
済
統
合
へ
の
ロ
シ
ア
の
関
与
に

つ
い
て
は
注
視
し
つ
つ
も
楽
観
的
な
将

来
像
が
描
け
る
と
考
え
て
い
る
。

（
タ
ギ
ル
・
フ
ジ
ヤ
ト
フ
／
ウ
ラ
ジ
オ

ス
ト
ク　

極
東
国
立
総
合
大
学
教
授　

Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
研
究
セ
ン
タ
ー
）




